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本
町
は
依
然
と
し
て
年
少
人
口
・

生
産
年
齢
人
口
の
緩
や
か
な
減
少

と
、
老
年
人
口
の
増
加
が
続
く
見

込
み
で
あ
り
、
引
き
続
き
税
収
の

減
少
・
社
会
保
障
費
な
ど
の
増
加

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

変
化
の
多
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

先
を
見
据
え
、
堅
実
か
つ
柔
軟
な

発
想
を
も
っ
て
、
町
民
の
暮
ら
し

を
守
り
、
生
活
実
感
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、｢

地
域
経
営
計
画
２

０
１
６
後
期
計
画｣

に
掲
げ
た
「
子

ど
も・教
育・生
涯
学
習
分
野
」、「
健

康
サ
ポ
ー
ト
分
野
」、「
魅
力
・
活

力
分
野
」、「
環
境
・
社
会
基
盤
分

野
」、「
安
全
・
安
心
分
野
」、「
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
」
の
目
標
達
成

に
向
け
て
施
策
を
推
進
し
、
人
口

減
少
の
克
服
と
地
方
創
生
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
見
返
り
を
求

め
ず
人
に
尽
く
す
と
い
う
「
宝
積

の
心
」
の
も
と
、
今
ま
で
以
上
に

〇
市
街
地
活
性
化

〇
定
住
促
進

〇
子
育
て
支
援

〇
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

〇
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現

を
進
め
、
希
望
の
持
て
る
町
を
後

世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

3月
定例会

令和４年度一般会計当初予算

『宝
ほう

積
じゃく

の心』で希望の持てる町に
第412回議会定例会のあらまし

　定例会は、３月２日から16日で開催しました。
　議案は、条例制定（情報技術・犯罪被害者・準用河川）、条例改正（個人情報・
職員定数・任期付き職員採用・職員勤務・重度心身障がい者医療・消防団員）、
令和３年度補正予算、令和４年度当初予算、塩谷広域組合共同処理規約変更、
町道路線認定・変更・廃止、議員発議(町議会広聴特別委員会定数変更)のほか、
最終日に追加議案（職員育児休業・議員報酬・町長等給与・職員給与条例の
一部改正）、議員発議（ウクライナ軍事侵攻意見書）を審議しました。
　一般質問は４名が行いました。（関連記事P17～P21）

可決
原
案
全
て
を

令和４年度　町政運営基本方針＆予算編成

令和４年度当初予算　各会計別　総括表

予算項目 令和４年度当初予算額 令和３年度当初予算額 伸び率

一般会計 102億円 103億9000万円 △1.8％

国民健康保険特別会計 25億4408万6000円 26億2864万8000円 △3.2％

後期高齢者医療特別会計 ３億2380万8000円 ２億9051万5000円 11.5％

介護保険特別会計 23億1698万6000円 23億5283万円 △1.5％

宝積寺駅西第一土地区画
整理事業特別会計 8179万4000円 6050万5000円 35.2％

水道事業会計 ８億6211万9000円 ７億9674万円 8.2％

下水道事業会計 13億8171万円 16億1925万9000円 △14.7％

合　　　計 177億1050万3000円 181億3849万7000円 △2.4％

※　公営企業会計の予算額は、収益的支出額+資本的支出額で記載しています。
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わ
が
町
の
消
防
団
に
感
謝

　
「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
は
自
分
達
で
守
る
」
を
目

的
に
、
普
段
は
各
々
仕
事
を

持
ち
な
が
ら
、
災
害
発
生
時

に
は
地
域
防
災
の
要
と
し
て
、

そ
し
て
、
平
常
時
に
は
消
火

訓
練
や
装
備
の
点
検
な
ど
災

害
に
備
え
る
ほ
か
、
地
域
の

防
災
訓
練
の
指
導
や
警
戒
な

ど
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の

　
定
員
・
任
免
・
給
与
・

　
　
服
務
等
に
関
す
る

　
　
　
条
例
の
一
部
改
正

内
容

　
令
和
３
年
４
月
に
、
消
防

庁
長
官
か
ら
通
知
が
出
さ
れ
、

今
ま
で
の
団
員
報
酬
に
加
え

て
「
出
動
報
酬
」
を
創
設
し
、

そ
の
基
準
額
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
本
町
で
も
、
そ
れ
に
伴
い

「
出
動
報
酬
」
を
創
設
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

改
正
内
容

〇
出
動
報
酬
の
支
給

　

団
員
が
、
災
害
・
警
戒
・

訓
練
・
点
検
な
ど
の
職
務
に

従
事
す
る
場
合
は
、
１
時
間

に
つ
き
１
０
０
０
円
の
出
動

報
酬
を
支
給
し
ま
す
。

〇
そ
の
他

　
任
命
に
関
し
、
町
長
の
承

認
を
得
る
こ
と
が
追
記
さ
れ

ま
す
。

施
行
日

　
　
　
令
和
４
年
４
月
１
日

監
査
委
員
の
選
任
同
意

内
容

　
寺
田
光
夫
監
査
委
員
の
退

職
に
伴
い
、
新
た
に
鈴
木
秀

和
氏
の
選
任
に
対
し
同
意
し

ま
し
た
。

任
期

　
令
和
４
年
４
月
１
日
～

　
　
　
令
和
８
年
３
月
31
日

監
査
委
員
の
仕
事
と
は
？

〇
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
に

あ
た
っ
て
、
公
金
が
適
正
に

収
納
さ
れ
、
ま
た
合
理
的
に

効
率
的
に
支
出
さ
れ
た
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

〇
監
査
委
員
の
任
期
は
４
年

で
、
毎
月
の
現
金
出
納
検
査

と
、
毎
年
度
２
回
の
財
務
・

経
営
に
関
す
る
事
務
事
業
を

監
査
し
ま
す
。

消
防
団
員
の
処
遇
改
善

新
た
な
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン

一般会計の預金と借金はどうなんだっぺ？
基金（貯金） 地方債（借金）令和４年度見込み額

基金名 令和４年度末　見込額 区 分 令和４年度末　現在高見込額

財政調整基金 ５億2624万5000円 総 務 53億8141万3000円

減債基金 ６億3190万5000円 民 生 524万2000円

都市計画施設整備基金 ６億6916万4000円 衛 生 702万円

地域福祉基金 2830万6000円 農林水産業 ４億6779万2000円

庁舎整備基金 13億1674万9000円 土 木 ２億2825万2000円

小山文化スポーツ振興基金 461万2000円 消 防 ５億762万円

学校施設整備基金 ８億4122万2000円 教 育 14億3637万3000円

松谷正光ドリーム基金 1047万5000円 災 害 復 旧 1084万7000円
その他４基金

地域づくり推進・企業立地
促進・森林環境譲与税・

土地改良事業

２億675万2000円
合 計 80億4455万9000円

※総務債には臨時財政対策債が50億7314万6000円含
まれています。
　臨時財政対策債は、国が後年度の地方交付税で全額
措置することになっています。
　地方交付税で措置される臨時財政対策債ですが、地
方債の返済は必要になることから、減債基金などに一
定程度の残高を確保しておく必要があります。

国際交流推進基金 3919万9000円

印紙等購買基金 200万円

合　　　計 42億7662万9000円

「消防団」の
詳細はこちら 地域防災力の要である消防団

監査委員　鈴
すず
木
き
　秀
ひで
和
かず
　氏
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令
和
4
年
度
予
算

町
民
の
率
直
な
声
を
聞
く

防　　災安心・安全

防災拠点施設整備費
（一部新規事業）

７５８万円
　不測の災害に備えるため、拠
点避難所の非常食料を計画的に
整備・更新します。
　また、拠点避難所である阿久津
小学校に防災倉庫を新設します。

本町の拠点避難所
・阿久津小学校
・西小学校
・中央小学校
・北小学校
・東小学校＆北中学校
・上高根沢小学校

雨水対策事業費
（継続事業）

５５０万円
　市街地における雨水対策で、浸
透槽の設置などを行います。

設置個所
○宝積寺地区
○宝石台地区
○その他必要に応じて

森
もり
山
やま
　和
かず
広
ひろ
さん（防災士）

　備蓄される物資の適時・適切な
更新や管理は非常に重要です。
　しっかりと予算を組んでいること
が分かり、安心しました。
　倉庫においては、備蓄品の保存
環境や十分な広さが確保できる倉
庫を設置してほしいです。

入
いり
江
え
　学
まなぶ
さん（中区）

　気象変化が激しい今の時代、雨
の勢いが年々強く感じ、大雨が降
ると私の自宅には、床下ギリギリ
まで雨水が流入してきます。
　浸透マスの設置はありがたいです
が、一時的な対処であり、早期に抜
本的解決をしていただき、生活不安
を取り去ってもらいたいです。

　
令
和
4
年
度
の
事
業
で
、
議
会
広
報
委
員
が
新
規
・
継
続
事
業
お
よ
び
予
算
額
の
大
小

を
問
わ
ず
に
選
ん
だ
、
各
分
野
で
の
注
目
し
た
事
業
に
つ
い
て
、
町
民
の
期
待
や
感
想
、

ご
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

安心して充実した暮らし
そして住み続けたい町へ

大雨のたびに流されてくる砂利を清掃
町民の負担と不安の早期解決を願う

第
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２
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環　　境被害者支援福　　祉

家庭用生ごみ処理機器
設置費補助事業費
（継続事業）

１８万円
　ごみの減量化と、資源の有効
活用を促進するため、家庭用生
ごみ処理機器の助成を行います。

助成内容
○機械式
購入費の１/２（上限10,000円）
○コンポスト式
購入費の２/３（上限5,000円）
○容器制作材料費の２/３

（上限5,000円）

犯罪被害者支援事業費
（新規事業）

５０万円
　犯罪等により、被害を受けた
方および家族・遺族が、被害の
軽減・回復を図り、安心して暮
らせるよう見舞金を支給します。

見舞金
○遺族見舞金　　30万円
○重症病見舞金　10万円

がん患者支援事業費
（新規事業）

５５万円
　がん患者の心理的・経済的負
担を軽減するとともに、療養生
活を支援するため、医療用ウィッ
グおよび乳房補整具の購入費の
一部を助成します。

助成内容
○助成限度額
　・ウィッグ　　30,000円
　・乳房補整具　20,000円

○助成割合
　・購入費の９/10

小
こ
池
いけ
　正
まさ
信
のぶ
さん（保健委員）

　補助金はよいことだと思います。
　機械式のメリットは肥料等に利
用可能なこと、デメリットは台所
付近におけるが音が気になるし電
気代もかかることです。
　コンポスト式は敷地が広い家は
いいかもしれないが、ハエがブン
ブンするのがデメリット。

牧
まき
　恒
つね
男
お
さん（防犯協会員）

　この条例の制定により犯罪被害
者支援などの支援に関し、町や関
係機関など責務を明確化したこと
は意義深い。
　被害者などの方々が受けた被害
の軽減と回復及び犯罪防止のため
の抑止力として機能していくこと
を強く期待したい。

井
いの
上
うえ
　郁
いく
子
こ
さん（南区）

　がんは、生涯罹
り
患
かん
リスクが高く

誰しもがかかる可能性があります。
　このような支援制度は、万が一
罹ってしまった時に、心強い支援
だと思います。
　もし、私ががんにかかってし
まった時には、ありがたくこの支
援を、利用させていただきます。
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２
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農　　業教　　育都市整備

スマート農業推進事業費
（新規事業）

３００万円
　水田農業確立対策室で取り組
んでいる、スマート農業推進事
業の実証実験において、有効性
が確認できた農業用機械などを
農業者が導入する場合に、機械
などの購入費の一部補助を行い
ます。

補助対象
○水位センサー
○給水ゲート
補助対象候補
○トラクター直進自動操舵補助装置

ＩＣＴ教育推進事業費
（継続事業）

６５６２万円
　小中学校に整備したタブレッ
ト・電子黒板・デジタル教材な
どを活用したICT教育を推進する
ため、ICT支援員が巡回し、活用
支援や管理支援を行うほか、ICT
機器のリース・維持管理などを
行います。

都市再生整備計画事業費
（一部新規事業）

１億５８３８万円
　宝積寺駅周辺の道路・公園の
整備を行い、暮らしやすく、魅
力ある町づくりを推進します。

村
むら
上
かみ
　忠
ただ
志
し
さん（花岡）

　ITによる自動運転など、農業
技術の加速的な進化が起き、今後
の農業の発展を期待しています。
　また、農業者が減少している中
で、少人数で多くの田畑を管理す
るには、短時間で正確な情報を共
有する必要があり、IT利用の促
進につながる施策を期待します。

齋
さい
藤
とう
　未

み
夢
おん
さん（北中生）

　授業で調べ物をするとき、タブ
レットPCで詳細に調べられて便
利です。ICT教育は、色々な事が
できそうなので、今後の授業が楽
しみです。
　コロナで学校が休みになった時
に、リモート授業が出来るように
してください。

加
か
藤
とう
　智
とも
彦
ひこ
さん（宝積寺）

　地域の公園は、子どもたちにとっ
て様々な工夫をして遊べる場であ
り、大人にとってはくつろげる場
だと思います。
　また、地域の交流・災害時の防
災拠点ともなるので、公園の完成
を楽しみにしています。

宝積寺駅

阿久津
小学校

町道375号線
道路改良工事
延長593ｍ

街区公園３号
整備工事
面積3000㎡
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未
来
を
担
う
本
町
の
子
ど

も
た
ち
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
と

い
う
未
知
の
経
験
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
大

人
は
子
ど
も
た
ち
の
歩
み
や

成
長
を
止
め
る
こ
と
な
く
力

強
く
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
町
に
関
わ
る
全
て
の

方
で
、
子
ど
も
た
ち
を
大
切

に
育
て
て
い
け
る
環
境
が
充

実
で
き
る
よ
う
、
議
会
と
し

て
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
今
回
の
表
紙
写
真
は
、
阿

久
津
中
学
校
の
卒
業
式
で
す
。

　
卒
業
す
る
児
童
・
生
徒
に

と
っ
て
大
切
な
「
卒
業
式
」

を
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
ど
の

様
に
行
っ
て
い
く
か
各
学
校

の
校
長
先
生
を
始
め
、
担
任

の
先
生
方
は
苦
悩
し
た
と
思

い
ま
す
。

　
当
然
、
子
ど
も
た
ち
、
保

護
者
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

卒
業
式
が
ど
の
様
な
形
で
行

え
る
の
か
心
配
し
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
表
紙
写
真
を
み

る
と
、
生
徒
の
表
情
は
笑
顔

で
明
る
く
、
中
学
校
生
活
３

年
間
を
頑
張
っ
た
証
で
あ
る

「
卒
業
証
書
」
を
持
っ
て
、

卒
業
の
喜
び
を
友
達
と
分
か

ち
合
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
、

卒
業
す
る
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
良
い
卒
業
式
が
無
事

に
執
り
行
わ
れ
た
と
思
い
ま

し
た
。

　
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
が
令
和

２
年
４
月
よ
り
道
の
駅
と
し

て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
、

ま
た
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
が

整
備
さ
れ
、
娘
よ
り
今
度
こ

こ
に
泊
ま
り
た
い
！
と
強
く

せ
が
ま
れ
ま
し
た
。

　
高
根
沢
町
の
地
名
に
関
わ

る
言
葉
「
宝
積
の
心
」
を
大

切
に
し
、
町
の
発
展
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
傍
聴
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
傍
聴
の
手
続
き

　
傍
聴
す
る
当
日
に
、
議
会

事
務
局
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
団
体
の
場
合
は
、
事
前
に

議
会
事
務
局
へ
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（TEL.675-8111

）

　
た
だ
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
の
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

栃
木
銀
行
　
宝
積
寺
支
店
長

安
達
　
宏
夫
さ
ん

　
こ
の
度
、
２
月
に
宝
積
寺

支
店
に
着
任
し
、
一
般
質
問

を
傍
聴
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
議
場
に
入
っ
た
時
の
緊
張

感
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
そ
し
て
ま
ず
驚
い
た
こ
と

は
、「
く
ら
し　
高
ま
る　
た

か
ね
ざ
わ
」
の
実
現
に
向
け

た
前
向
き
な
取
り
組
み
が
厚

く
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

　
実
は
異
動
の
内
示
が
出
た

週
末
に
５
歳
の
娘
を
連
れ
て

高
根
沢
町
に
偵
察
に
ま
い
り

ま
し
た
。

賛否の分かれた議案結果！　第412回定例会
全議案の採決結果

上程された議案＆概要
賛成：○　　　　　　反対：×
※　鈴木伊佐雄議員は議長のため
採決に加わりません。

採　決　結　果
議
決
結
果

掲
載
ペ
ー
ジ

澤
畑　
宏
之

髙
根　
　
博

佐
藤　
晴
彦

鈴
木
伊
佐
雄

中
山
喜
美
一

加
藤　
　
章

齋
藤　
武
男

梅
村　
達
美

横
須
賀
忠
利

小
林　
栄
治

神
林　
秀
治

森　
　
弘
子

野
中　
昭
一

鈴
木　
利
二

阿
久
津
信
男

令和４年度予算
【議案第20号】
令和４年度高根沢町一般会計予算議決
（当初予算を定めるもの）

〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 原案可決

【議案第25号】
令和４年度高根沢町水道事業会計予算議決
（当初予算を定めるもの）

〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 原案可決

傍
聴
者
の
声

表
紙
写
真
の
説
明

傍聴の手続き

傍聴規則

第
４
１
２
回
定
例
会

委
員
会
審
議
日
常
調
査
Ｏ
Ｈ
豆
知
識・ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
特
別
企
画

採
決
結
果

令
和
４
年
度
予
算

（7）



総
務
課
長

主
な
歳
入

〇
町
民
税

１
億
円

〇
固
定
資
産
税１

５
７
９
万
円

〇
地
方
交
付
税

２
億
４
２
０
９
万
円

〇
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

△
３
億
１
４
１
８
万
円

主
な
歳
出

〇
交
通
対
策
事
務
費

△
１
０
８
万
円

〇
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

１
億
５
１
５
５
万
円

〇
消
防
施
設
維
持
管
理
費

△
９
８
万
円

〇
議
会
運
営
費△

３
８
０
万
円

〇
町
長
選
挙
費△

２
７
６
万
円

〇
衆
議
院
選
挙
費

△
１
１
４
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
事
業

寄
附
金
（
歳
入
）

補
正
額　
５
５
０
万
円

補
正
内
容

　
今
年
度
の
申
込
件
数
が
前

年
度
に
比
べ
大
幅
に
伸
び
た

た
め
で
す
。

Q
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

寄
附
金
が
増
額
と

な
っ
た
要
因
は
？

A  

　
農
産
物
は
以
前
か
ら
も
人

気
が
あ
っ
た
が
、
新
た
に
い

ち
ご
農
家
が
登
録
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
年
末
か

ら
注
文
が
殺
到
し
、
寄
附
金

が
増
額
と
な
っ
た
。

総
務
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

　
令
和
4
年
2
月
時
点
申
込

件
数

１
３
０
９
件

前
年
度
よ
り

１
１
３
６
件
増

寄
付
金
額

１
４
６
３
万
円

前
年
度
よ
り１

０
９
３
万
円
増

令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑

な
に
が
あ
っ
て
も

暮
ら
し
の
安
全
を

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

人
気
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

本
町
産
農
産
物
の

お
い
し
さ
が
全
国
へ

犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
の
制
定

内
容

　
犯
罪
被
害
者
な
ど
が
受
け

た
被
害
の
軽
減
、
お
よ
び
回

復
を
図
り
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

こ
と
が
目
的
で
、

〇
相
談
窓
口
の
設
置

〇
見
舞
金
の
支
給

〇
安
全
確
保

〇
住
居
の
安
定　
　
　
な
ど

　
犯
罪
被
害
者
な
ど
へ
の
支

援
に
関
し
て
定
め
ら
れ
ま
す
。

犯
罪
被
害
に
遭
う
と
・
・
・

　

法
定
へ
の
出
廷
で
辛
い

体
験
の
説
明
や
心
身
の
不

調
、
日
常
生
活
の
不
安
や

二
次
被
害
の
悩
み
な
ど
、

色
々
な
問
題
を
抱
え
て
し

ま
い
ま
す
。

Q
犯
罪
被
害
者
へ
の
安

全
の
確
保
と
住
居
の

安
定
は
大
切
な
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
？

A  

　
犯
罪
被
害
者
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
後
の
二
次
被
害
を
防

ぐ
た
め
、
警
察
・
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
・
町
関
係
機
関
が

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
密
に

連
携
を
図
る
こ
と
で
被
害
者

を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
。

移
住
支
援
金

交
付
事
業
費
（
歳
出
）

補
正
額　
△
１
４
０
万
円

補
正
内
容

　
支
援
金
交
付
対
象
者
２
名

が
交
付
決
定
と
な
っ
た
が
、

当
初
予
算
額
の
３
０
０
万
円

に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

Q
移
住
支
援
金
交
付

事
業
で
、2
件
の
対

象
者
が
い
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
内
訳
は
？

A  

　
1
件
は
単
身
者
で
、
高
根

沢
に
就
職
さ
れ
、
東
京
か
ら

の
移
住
で
あ
る
。

　
も
う
1
件
は
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
た
め
、
同
じ
く
東
京
か

ら
移
住
さ
れ
た
世
帯
で
あ
る
。

地
域
安
全
課
長

企
画
課
長

高根沢産のいちご
cozuchi3302のオリジナル
スコーン4種類詰合せ（7個入)

道の駅たかねざわ
元気あっぷむらのペア宿泊券

制度を利用した移住者第1号の声
広報たかねざわ令和3年9月号の

P7掲載

第
１
～
３
位

第
４
位

第
５
位

よ
う
こ
そ
高
根
沢
へ

「高根沢町犯罪被害者等
支援条例」

第
４
１
２
回
定
例
会

令
和
４
年
度
予
算

委
員
会
審
議
日
常
調
査

採
決
結
果

Ｏ
Ｈ
豆
知
識・ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
特
別
企
画

（8）



主
な
歳
入

〇
町
税４

２
億
３
１
８
３
万
円

〇
地
方
消
費
税
交
付
金

５
億
４
８
０
０
万
円

〇
地
方
交
付
税　

１
０
億
円

〇
地
方
創
生
推
進
交
付
金

１
３
２
０
万
円

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

１
億
３
９
７
万
円

主
な
歳
出

〇
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

構
築
事
業
費

１
５
６
４
万
円

〇
感
染
症
対
策
事
務
費

１
７
５
万
円

〇
移
住
支
援
金
交
付
事
業
費

１
８
０
万
円

〇
可
燃
ご
み
収
集
事
業
費

６
２
０
８
万
円

〇
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　
　
　
　
　
　
整
備
事
業
費

２
２
３
０
万
円

「
と
ち
ぎ
の
星
」
を
活
用
し

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
費

予
算
額　
２
６
４
０
万
円

事
業
内
容

　
移
住
・
定
住
の
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
、
東
京
圏
の
若

者
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
向
け

て
動
画
に
よ
る
宣
伝
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
を
行
い
ま
す
。

Q
町
外
者
向
け
の
情

報
発
信
に
、
有
名

な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
活

用
し
た
取
り
組
み
を
考
え
て

み
て
は
？

A  

　
情
報
発
信
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し

て
お
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
か
ら
２
５
０
万
人
以
上

の
方
に
情
報
を
拡
散
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
今
後
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
い
き
た
い
。

防
災
拠
点
施
設
整
備
費

予
算
額　
７
５
８
万
円

事
業
内
容

　
災
害
に
備
え
、
拠
点
避
難

所
の
非
常
用
食
料
を
計
画
的

に
整
備
・
更
新
し
ま
す
。

　
ま
た
、
阿
久
津
小
学
校
に

防
災
倉
庫
を
新
設
し
ま
す
。

安
全
の
確
保

○
揺
れ
を
感
じ
た
り
、緊
急
地

震
速
報
を
受
け
た
時
は
、身
の

安
全
を
優
先
に
行
動
す
る
。

○
丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
の
下
や
、

物
が「
落
ち
て
こ
な
い
」「
倒

れ
て
こ
な
い
」「
移
動
し
て

こ
な
い
」
場
所
に
身
を
寄
せ
、

揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
様
子
を

見
る
。

○
火
を
使
っ
て
い
る
と
き
は
、

揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
、
慌

て
ず
に
火
の
始
末
を
。

○
転
倒
し
た
家
具
や
ガ
ラ
ス

の
破
片
な
ど
に
注
意
す
る
。

避
難

○
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、
ガ

ス
の
元
栓
を
締
め
避
難
す
る
。

Q
阿
久
津
小
学
校
校

舎
の一
角
が
防
災
倉

庫
で
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

新
設
す
る
理
由
は
？

　
ま
た
、敷
地
西
側
が
傾
斜

地
の
た
め
、避
難
所
と
し
て

県
か
ら
指
導
が
あ
っ
た
と
思

う
が
？

A  

　
現
在
、
校
舎
の
一
室
を
借

り
て
い
る
が
、
学
校
側
か
ら

そ
の
部
分
を
使
用
し
た
い
と

の
要
望
が
あ
り
、
ま
た
阿
久

津
小
学
校
は
避
難
所
の
想
定

避
難
者
数
も
多
く
、
新
た
に

防
災
倉
庫
を
新
設
す
る
。

　
設
置
場
所
は
、
危
険
個
所

を
避
け
て
設
置
を
す
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
再
資
源

化
事
業
費

予
算
額　
１
９
０
９
万
円

事
業
内
容

　

可
燃
ご
み
減
量
の
た
め
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

分
別
回
収
し
、
再
資
源
化
し

ま
す
。

Q
包
装
用
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
回
収
量
が

増
え
て
は
い
る
が
、今
後
も

周
知
徹
底
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
？

A  

　
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
を
図
っ
て
い
る
が
、

今
後
も
町
民
の
集
ま
る
機
会

を
活
用
し
て
、
回
収
の
周
知

に
努
め
て
い
く
。

主
な
質
疑

企
画
課
長

地
域
安
全
課
長

環
境
課
長

人
口
増
加
に
繋
が
る
か

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

災
害
が
発
生
時
の
行
動

（
地
震
編
）

環
境
に
や
さ
し
い

高
根
沢
町
へ

ふ
る
さ
と
納
税
事
業

寄
附
金
（
歳
入
）

補
正
額　
５
５
０
万
円

補
正
内
容

　
今
年
度
の
申
込
件
数
が
前

年
度
に
比
べ
大
幅
に
伸
び
た

た
め
で
す
。

Q
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

寄
附
金
が
増
額
と

な
っ
た
要
因
は
？

A  

　
農
産
物
は
以
前
か
ら
も
人

気
が
あ
っ
た
が
、
新
た
に
い

ち
ご
農
家
が
登
録
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
年
末
か

ら
注
文
が
殺
到
し
、
寄
附
金

が
増
額
と
な
っ
た
。

令
和
4
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

「ごみの出し方」はこちら！

備蓄品が充実している阿小防災倉庫
（想定人数584人の３日分の食料等）

高根沢町の公式アカウント（Twitter）
のホーム画面
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内
容

　
現
行
で
は
、
身
体
・
知
的

障
が
い
の
方
が
対
象
と
な
っ

て
い
た
が
、
こ
の
条
例
改
正

に
よ
り
、
重
度
心
身
障
が
い

者
医
療
助
成
の
対
象
と
な
る

「
重
度
心
身
障
が
い
者
」
の

定
義
に
精
神
障
が
い
者
（
精

神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

1
級
保
持
者
）
が
加
え
ら
れ

ま
す
。

施
行
日

　
令
和
4
年
4
月
1
日

Q
対
象
者
と
し
て
加
え

ら
れ
た
の
は
精
神
障

が
い
者
1
級
の
方
の
み
だ
が
、

そ
の
理
由
は
？

A  

　
条
例
名
に
あ
る
よ
う
、
重

度
と
い
う
定
義
の
中
で
は
、

1
級
の
方
の
み
が
対
象
と
な

る
た
め
で
あ
る
。

改
正
理
由

　
栃
木
県
の
「
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
制
度
」
が

見
直
さ
れ
、
医
療
費
助
成
の

対
象
者
に「
精
神
障
が
い
者
」

が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

こ
れ
に
準
じ
た
町
条
例
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費

　
補
正
額　
　
５
０
７
万
円

事
業
内
容

　

国
の
方
針
転
換
に
よ
り
、

3
回
目
接
種
の
前
倒
し
と
、

5
～
11
歳
の
小
児
接
種
を
行

う
た
め
の
事
業
費
で
す
。

Q
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

順
調
に
進
ん
で
い
る

の
か
？　

A  

　
高
齢
者
の
優
先
接
種
を
進

め
て
お
り
、
６
ヵ
月
を
経
過

し
た
全
員
に
接
種
券
を
送
付

し
た
。

　
接
種
希
望
者
は
、
ス
ム
ー

ズ
に
予
約
で
き
て
い
る
が
、

2
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る

た
め
、
混
合
接
種
を
遠
慮
し

て
い
る
方
も
い
る
。

　
小
児
接
種
は
、
3
月
7
日

現
在
で
、
約
３
０
０
名
の
予

約
を
受
け
付
け
て
い
る
。

Q
今
回
の
小
中
学
校
の

ト
イ
レ
改
修
で
洋
式

１
０
０
％
と
な
る
の
か
？　

A  

　
阿
久
津
中
学
校
は
４
分
の

３
が
、
中
央
小
・
北
小
は
１

０
０
％
と
な
る
。

学
校
教
育
課
長

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

健
康
福
祉
課
長
補
佐

主
な
歳
入

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

      

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
費

負
担
金
（
国
）

５
０
７
万
円

〇
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

整
備
交
付
金（
国
県
と
も
に
）

△
８
５
６
万
円

主
な
歳
出

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

シ
ス
テ
ム
運
営
費

△
２
６
０
万
円

〇
特
別
保
育
事
業
費

２
８
９
万
円

〇
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業
費

△
２
５
０
万
円

〇
小
山
文
化
ス
ポ
ー
ツ

振
興
事
業
費

△
２
６
６
万
円

〇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
費

△
４
３
７
万
円

中
央
小
ト
イ
レ
改
修
事
業
費

　
補
正
額　
　
３
６
６
万
円

北
小
ト
イ
レ
改
修
事
業
費

　
補
正
額　
　
１
８
０
万
円

阿
久
津
中
学
校

ト
イ
レ
改
修
事
業
費

　
補
正
額　
　
３
４
２
万
円

事
業
内
容

　
小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
進
め
る
た
め
、
設
計
の

委
託
を
し
ま
す
。

※
今
回
補
正
予
算
を
組
ん
だ

も
の
の
、
繰
越
明
許
費
補
正

を
行
い
、
年
度
を
ま
た
い
だ

予
算
措
置
が
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
工
事
に
つ
い
て
は
、

令
和
4
年
度
当
初
予
算
で
、

予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

主
な
審
議

待
ち
に
待
っ
た

ト
イ
レ
洋
式
化

ワ
ク
チ
ン
接
種
で

コ
ロ
ナ
を
迎
え
撃
つ

重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

対
象
者
が

拡
充
さ
れ
る精神障がい者保健福祉手帳

1級の者

身体障がいの程度が1・2級の者

知的障がいの程度が
知能指数３５以下の者
知的障がいの程度が
知能指数５０以下で
身体障がいの程度が
３・４級と重複している者

右に同じ

右に同じ

右に同じ

改正前改正後

令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

現在の和式トイレ（中央小）が待望の洋式化へ
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も
っ
と
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
や
量
を
増
や
す
必
要
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
改
善
す
る
に
は
、
減
免
の

前
に
食
材
の
物
価
上
昇
を
踏

ま
え
た
食
材
費
の
増
額
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

給
食
に
関
し

当
委
員
会
よ
り
意
見

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、
地
元
産

野
菜
を
多
く
取
り
入
れ
た
献

立
は
と
て
も
評
価
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー

は
足
り
て
い
る
と
は
い
え
、

学
校
給
食
費保

護
者
等
負
担
金

　
歳
入
額　
８
９
４
３
万
円

学
校
給
食
費
助
成
事
業
費

　
予
算
額　
　
　
２
８
万
円

事
業
内
容

　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
経

済
的
支
援
で
、
給
食
費
を
減

免
し
ま
す
。

　
ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

な
ど
で
、
給
食
を
停
止
し
て

い
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

に
、
減
免
額
相
当
分
を
助
成

し
ま
す
。

小
学
校

　
４
０
０
０
円
⇨
３
０
０
０
円

中
学
校

　
５
０
０
０
円
⇨
４
０
０
０
円

　
減
免
額　
　
１
２
０
０
円

（
令
和
４
年
度
よ
り
給
食
の
材

料
費
は
１
人
当
た
り
月
額
２

０
０
円
増
額
に
な
り
ま
す
。）

が
ん
患
者
支
援
事
業
費

　
予
算
額　
　
　
　
55
万
円

事
業
内
容

　
が
ん
患
者
の
心
理
的
・
経

済
的
負
担
軽
減
や
、
療
養
生

活
支
援
の
た
め
、
助
成
を
行

い
ま
す
。

Q
が
ん
患
者
支
援
事

業
費
と
し
て
ウ
ィ
ッ

グ
等
購
入
助
成
を
予
定
し
て

い
る
が
、想
定
人
数
は
？　

A  

　
患
者
数
は
把
握
し
て
い
な

い
が
、
近
隣
市
町
の
状
況
を

勘
案
し
て
想
定
人
数
を
算
出

し
た
。

主
な
歳
入

国
庫
負
担
金
・
補
助
金

〇
障
が
い
福
祉

　
サ
ー
ビ
ス
費
等
負
担
金

３
億
１
８
２
４
万
円

〇
児
童
手
当
負
担
金

２
億
９
１
４
８
万
円

〇
子
ど
も
の
た
め
の

　
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金　

３
億
４
０
７
６
万
円

雑
入

学
校
給
食
費
保
護
者
等
負
担
金

８
９
４
３
万
円

主
な
歳
出

〇
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
費

　
　
３
４
０
万
円

〇
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
費

２
０
５
９
万
円

〇
児
童
手
当
給
付
政
策
経
費

　
　
　
４
億
１
５
８
０
万
円

〇
妊
婦
一
般
健
康
診
査
事
業
費

　
　
　
　
　
２
５
６
９
万
円

〇
予
防
接
種
事
業
費

１
億
４
４
４
２
万
円

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費

４
１
３
５
万
円

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

学
校
教
育
課
長

主
な
審
議

ど
う
変
わ
る学校

給
食
費

が
ん
患
者
に

寄
り
添
う
支
援
へ

減
免
し
て
も

お
い
し
い
給
食
提
供
を

令
和
4
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

がん患者の医療用補装
具購入費の一部助成

残さず食べよう学校給食！
（小中学校の給食の一例）

まごごろ込めた調理でおいしい給食に

Q
減
免
額
の
算
出
根

拠
は
？

　

ま
た
、食
材
費
の
増
額
は
、

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
の一つ

で
あ
る
給
食
の
質
の
向
上
や
、

残
食
に
繋
が
ら
な
い
工
夫
さ

れ
た
調
理
な
ど
の
た
め
と
捉

え
て
良
い
の
か
？

A  

　
根
拠
は
、
町
長
の
公
約
実

現
、
財
政
状
況
、
予
算
の
全

体
的
バ
ラ
ン
ス
で
算
出
し
た
。

　
食
材
費
を
１
人
当
た
り
月

額
２
０
０
円
増
額
す
る
こ
と

で
現
状
よ
り
年
間
５
２
０
万

円
の
余
裕
が
出
る
の
で
、
よ

り
子
ど
も
た
ち
が
喜
べ
る
給

食
を
提
供
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

　
し
か
し
、
原
材
料
や
物
流

の
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
お
り
、

今
後
も
給
食
費
の
適
正
な
金

額
を
見
極
め
て
行
く
必
要
が

あ
る
。

　
残
食
率
の
減
少
と
食
育
の

両
立
を
考
え
、
美
味
し
い
給

食
を
提
供
し
よ
う
と
学
校
栄

養
士
は
努
力
し
て
い
る
。
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２
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Q
準
用
河
川
に
指
定
さ

れ
る
こ
と
で
の
変
更

点
は
？

　

ま
た
、基
準
に
満
た
な
い

施
設
が
あ
る
場
合
は
、町
が

管
理
す
る
の
か
？

A  

　
変
更
点
は
、
災
害
防
止
の

た
め
の
河
川
改
修
な
ど
に
、

国
の
補
助
金
が
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　
施
設
に
つ
い
て
は
、
あ
く

ま
で
も
施
設
設
置
者
が
責
任

を
持
っ
て
管
理
す
る
。

　
た
だ
し
、
町
が
許
可
を
す

る
こ
と
か
ら
、
安
全
上
の
瑕

疵
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
町

が
確
認
し
て
指
導
す
る
こ
と

に
な
る
。

準
用
河
川
に
係
る

管
理
施
設
等
の
構
造
の

技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例

内
容

　
野
元
川
の
準
用
河
川
指
定

に
伴
い
、河
川
法
の
規
定
に
基

づ
き
、河
川
管
理
施
設・許
可

工
作
物
の
う
ち
、ダ
ム・堤
防・

そ
の
ほ
か
の
主
要
な
も
の
の

構
造
に
つ
い
て
、河
川
管
理
上

必
要
と
さ
れ
る
技
術
的
基
準

を
定
め
る
た
め
、条
例
を
制

定
し
ま
す
。

準
用
河
川
占
用
料

　
徴
収
条
例

内
容

　
野
元
川
の
準
用
河
川
指
定

に
伴
い
、
河
川
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
町
が
徴
収
す
る
流

水
占
用
料
・
土
地
占
用
料
の

額
と
そ
の
徴
収
方
法
な
ど
を

定
め
る
た
め
、
条
例
を
制
定

し
ま
す
。

主
な
歳
入

〇
社
会
資
本
整
備総

合
交
付
金

△
３
９
６
万
円

〇
地
域
住
宅
交
付
金

　
　
　
△
１
６
２
万
円

〇
機
構
集
積
協
力
金
事
業
費

交
付
金

　
　
　
　
△
２
５
５
万
円

〇
農
業
人
材
力
強
化

総
合
支
援
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
△
３
０
０
万
円

主
な
歳
出

〇
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
運
営
費

△
２
０
７
万
円

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
拡
大
防
止
対
策
強
化

　
事
業
者
支
援
事
業
費

△
１
７
６
７
万
円

〇
創
業
支
援
事
業
費

△
２
３
３
万
円

〇
宝
積
寺
西
通
り
整
備
事
業
費

△
８
５
４
万
円

〇
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
費

△
６
１
２
万
円

建
設
産
業
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り

総
合
支
援
交
付
金

補
正
額　
△
１
５
０
０
万
円

事
業
内
容

　
生
産
か
ら
流
通
ま
で
の
総

合
的
な
強
い
農
業
づ
く
り
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。

Q
交
付
金
の
大
幅
減

額
の
要
因
は
？

A  

　
農
業
用
機
械
・
施
設
導
入

に
か
か
る
補
助
事
業
で
、
当

初
予
算
で
は
5
名
分
を
計
上

し
、
3
名
の
申
請
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
事
業
は
ポ
イ
ン
ト
制

で
あ
り
、
全
申
請
者
が
採
択

ポ
イ
ン
ト
に
満
た
ず
、
補
助

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
た
め

減
額
と
な
っ
た
。

主
な
審
議

2
つ
の
条
例
制
定

惜
し
く
も
採
択
な
ら
ず

河
川
の
種
類
っ
て

い
く
つ
あ
る
の
？

野
元
川
流
域
の
方
は

要
チ
ェッ
ク
！

守
ろ
う
基
準

適
当
は
ダ
メ
絶
対

産
業
課
長

都
市
整
備
課
長

都
市
整
備
課
長

Q
農
家
は
、河
川
か
ら

農
業
用
水
を
使
用

す
る
場
合
に
費
用
を
負
担
し

て
い
る
が
、農
業
用
水
も
該

当
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
？

A  

　
農
業
用
の
か
ん
が
い
用
水

は
減
免
と
な
る
。

〇
一
級
河
川

　
国
土
交
通
省
が
管
理

〇
二
級
河
川

　
都
道
府
県
が
管
理

〇
準
用
河
川

　
市
町
村
が
管
理

　
（
一
・
二
級
河
川
を
除
く
）

〇
普
通
河
川

　
市
町
村
が
条
例
で
管
理

　
（
河
川
法
の
適
用
な
し
）

の
4
種
類
が
あ
り
ま
す
。

流水占用料の額

種　別 単　位 占用料(円)

鉱工業に供するもの 毎秒1リットル
につき年額

3,800

上記以外のもの 120

令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

占用物の河口せきなどは、
鬼怒川東部土地改良区（設置者）が管理

準用河川になった野元川

第
４
１
２
回
定
例
会

令
和
４
年
度
予
算

委
員
会
審
議
日
常
調
査

採
決
結
果

Ｏ
Ｈ
豆
知
識・ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク
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老
朽
管
更
新
事
業

　
予
算
額　
９
３
３
３
万
円

事
業
内
容

　

古
く
な
っ
た
水
道
管
を
、

新
し
い
管
に
交
換
し
て
い
く

も
の
で
す
。

Q
老
朽
管
を
更
新
す

る
時
期
は
決
め
ら
れ

て
い
る
の
か
？

A  

　

耐
用
年
数
は
約
40
年
で
、

計
画
的
に
更
新
工
事
を
し
て

い
る
。

公
園
施
設
維
持
費

　
予
算
額　
３
１
９
３
万
円

事
業
内
容

　
い
つ
で
も
公
園
を
適
切
な

環
境
で
利
用
で
き
る
よ
う
管

理
す
る
費
用
で
す
。

Q
公
園
の
維
持
管
理

は
強
化
す
べ
き
だ
が
、

公
園
維
持
管
理
の
業
務
委
託

内
容
は
？

A  

　
委
託
先
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
や
民
間
の
業
者

で
、
殺
虫
剤
の
散
布
・
除
草

作
業
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

　

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

町
職
員
も
適
宜
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
て
、
状
況
の
確
認
を
し

て
い
る
。

公
園
施
設
整
備
政
策
経
費

　
予
算
額　
３
５
１
１
万
円

事
業
内
容

　
町
内
3
カ
所
の
公
園
の
ト

イ
レ
更
新
工
事
。

〇
仁
井
田
児
童
公
園

１
１
８
６
万
円

〇
光
陽
台
の
び
の
び
公
園

１
１
３
７
万
円

〇
ハ
イ
タ
ッ
チ
パ
ー
ク

１
１
８
６
万
円

Q
ど
の
様
な
ト
イ
レ
に

更
新
す
る
の
か
？

A  

　
障
が
い
者
の
方
も
使
用
で

き
る
、
ユ
ニ
ッ
ト
タ
イ
プ
の

ト
イ
レ
に
更
新
す
る
。

補
助
対
象
の
要
件

　
専
用
住
宅
で
、
処
理
対
象

人
員
10
人
以
下
の
浄
化
槽
が

対
象
で
す
。

　
た
だ
し
、
居
住
が
目
的
で

あ
っ
て
も
離
れ
・
納
屋
な
ど

か
ら
の
排
水
を
処
理
す
る
た

め
に
設
置
す
る
浄
化
槽
は
、

補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

都
市
整
備
課
長

都
市
整
備
課
長

上
下
水
道
課
長

区　分 ５人槽 ７人槽 10人槽

浄化槽設置費
限度額 332,000円 414,000円 548,000円

宅内配管工事費
限度額 300,000円

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費

　
予
算
額　
２
８
６
９
万
円

事
業
内
容

　
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区

域
農
業
集
落
排
水
事
業
区
域

を
除
い
た
地
域
で
、
浄
化
槽

の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
す

る
事
業
で
す
。

Q
年
間
の
設
置
件
数

は
？

A  

　
年
間
50
基
ほ
ど
の
申
請
が

あ
る
。

補
助
対
象
経
費

〇
浄
化
槽
設
置
費

　
浄
化
槽
本
体
の
費
用
・
設

置
に
必
要
な
工
事
費

〇
宅
内
配
管
工
事
費

　
浄
化
槽
へ
の
流
入
管
、
浄

化
槽
か
ら
の
放
流
管
、
マ
ス

の
設
置
に
か
か
る
費
用

主
な
歳
入

〇
町
営
住
宅
使
用
料

　
２
１
７
６
万
円

〇
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

　
　
　
　
　
５
２
０
０
万
円

〇
農
地
利
用
効
率
化
等

支
援
交
付
金

１
５
０
０
万
円

主
な
歳
出

〇
農
業
人
材
力
強
化
総
合
支
援

事
業
費
補
助
金

１
３
２
０
万
円

〇
園
芸
振
興
事
業
費

１
１
０
０
万
円

〇
道
の
駅
た
か
ね
ざ
わ

　
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
維
持
管
理
費

５
１
９
８
万
円

〇
町
中
小
企
業
融
資

振
興
対
策
費

2
億
１
５
５
万
円

〇
町
道
１
０
８
号
線

舗
装
修
繕
事
業
費

２
０
０
０
万
円

〇
道
普
請
事
業
費３

０
０
万
円

主
な
審
議

適
正
な
下
水
処
理
で

環
境
汚
染
を
防
ご
う

ト
イ
レ
は

キ
レ
イ
に
使
お
う

誰
も
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
公
園
を

普
段
見
え
な
い
水
道
管

大
丈
夫
？

水
道
事
業
会
計

令
和
4
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

浄化槽補助制度

安心して遊べる公園はみんなの
願い（光陽台のびのび公園）

利用者の心遣いできれいに使おう
（北区公園）

老朽管の適時更新でライフラインの安心に

補助限度額区分表

上
下
水
道
課
長

第
４
１
２
回
定
例
会

委
員
会
審
議
日
常
調
査

採
決
結
果

Ｏ
Ｈ
豆
知
識・ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
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問
特
別
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令
和
４
年
度
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ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
、
市
民

や
子
ど
も
へ
の
無
差
別
攻
撃

や
、
原
子
力
発
電
所
の
制
圧

な
ど
、
世
界
を
震
撼
さ
せ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
理
不
尽
な
侵
攻
に
対

し
、
平
和
的
に
解
決
を
求
め

る
意
見
書
を
、
町
議
会
の
強

い
意
思
と
し
て
内
閣
総
理
大

臣
・
外
務
大
臣
・
防
衛
大
臣

へ
提
出
し
ま
し
た
。

調
査
項
目
①

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

　
　
　
　
緊
急
事
態
の
対
応

高
齢
者
施
設

　

安
心
し
た
ケ
ア
を
受
け
、

安
心
し
て
働
け
る
場
と
な
る

よ
う
、

○
無
料
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

○
高
齢
者
施
設
な
ど
の
職
員

に
対
し
、
ワ
ク
チ
ン
を
迅
速

に
接
種
で
き
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と

○
国
の
補
助
金
や
支
援
金
な

ど
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
提

供
を
行
う
こ
と

を
、
提
言
し
ま
し
た
。

学
校

　
感
染
症
で
長
期
休
校
措
置

な
ど
を
と
っ
た
場
合
、

○
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た

授
業
の
構
築

○
ネ
ッ
ト
環
境
が
不
十
分
な

家
庭
へ
、
十
分
な
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
る
制
度
設
計

を
、
提
言
し
ま
し
た
。

調
査
項
目
②

教
育
環
境
の
在
り
方

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

　
各
学
校
で
、
学
校
運
営
協

議
会
・
学
校
支
援
地
域
本
部

が
充
分
に
機
能
し
て
お
ら
ず
、

○
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
研
修

（
定
期
的
な
課
題
共
有
・
情

報
交
換
・
役
割
確
認
な
ど
）

の
実
施

○
教
員
の
地
域
人
材
活
用
に

関
し
た
研
究
・
各
学
校
の
教

員
間
で
の
分
科
会
な
ど
の
協

議
す
る
場
を
設
け
る
こ
と

を
、
提
言
し
ま
し
た
。

登
下
校
時
の
安
全
対
策

　
今
ま
で
の
対
策
で
は
不
十

分
な
場
所
が
確
認
で
き
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
で
の
対

応
が
必
要
で
あ
り
、

○
再
度
、
行
政
・
学
校
・
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
の
意
見
を
聴
収
す
る
こ
と

○
児
童
生
徒
の
登
下
校
に
関

す
る
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
を
作

成
し
、
危
険
を
認
識
さ
せ
、

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る

こ
と

を
、
提
言
し
ま
し
た
。

継
続
調
査

小
中
学
校
の
適
正
配
置

　

標
準
校
（
阿
中
・
阿
小
・

西
小
）、
小
規
模
校
（
北
中
・

北
小
・
東
小
・
中
央
小
・
上

高
小
）
の
現
地
調
査
で
は
結

論
が
出
ず
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
よ
り
詳
細

に
調
査
す
る
必
要
が
あ
り
、

継
続
し
て
調
査
・
研
究
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

調
査
項
目
①（
令
和
２
年
度
）

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
庁
舎
の
在
り
方
を
導
き
出

す
た
め
、

〇
庁
舎
内
組
織
で
、
建
設
場

所
・
規
模
（
機
能
）
の
検
討

再
開
を
す
る
こ
と

〇
「
新
庁
舎
基
本
構
想
」
の

策
定

〇
「（
仮
称
）
新
庁
舎
建
設

委
員
会
」
の
設
置

を
、
提
言
し
ま
し
た
。

調
査
項
目
②（
令
和
３
年
度
）

公
共
施
設
等

　
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

　　
公
共
施
設
に
対
し
、
４
つ

の
区
分
を
設
け
、
各
施
設
の

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
ま

と
め
、

〇
耐
用
年
数
を
考
慮
し
、
保

守
修
繕
で
継
続
す
る
施
設

〇
新
庁
舎
建
設
に
伴
い
、
併

設
す
る
施
設

〇
売
却
す
る
施
設

〇
取
り
壊
す
施
設

を
、
提
言
し
ま
し
た
。

※
小
・
中
学
校
施
設
は
、
現
在
、

学
校
規
模
適
正
化
委
員
会
で

検
討
し
て
い
る
の
で
除
外
し

ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

進
む
公
共
施
設
の
老
朽
化　
管
理
の
指
標
を
提
言

介
護
環
境
の
安
心
・
学
び
の
補
償
・
学
び
や
の
環
境
整
備

各
委
員
会
の
日
常
調
査
結
果
に
よ
る
提
言

３
月
定
例
会
で

　
国
に
意
見
書
を
提
出

「ロシアによるウクライナ
への侵攻に対し断固抗議
し、平和的解決を求める

意見書」

教育福祉常任委員会
日常調査報告書

３年に１度の「通学路交通安全プログラム」
関係機関だけの点検で大丈夫？

総務常任委員会
日常調査報告書

利便性の高い庁舎にどう生まれ変わるのか

第
４
１
２
回
定
例
会

令
和
４
年
度
予
算

委
員
会
審
議
日
常
調
査

採
決
結
果

Ｏ
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豆
知
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ょ
っ
と
ブ
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調
査
項
目
①

土
地
利
用
の
見
直
し

　
人
口
増
加
の
た
め
、
住
宅

地
の
選
択
幅
を
広
げ
る
た
め
、

農
用
地
区
域
外
（
下
野
花
岡

駅
南
側
、
仁
井
田
駅
北
側
、

台
ノ
原
地
区
な
ど
）
は
、
開

発
が
早
め
に
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
、

○
地
域
住
民
内
で
の
検
討
が

進
む
よ
う
、
活
用
で
き
る
制

度
の
積
極
的
な
情
報
提
供
を

行
う
こ
と

を
、
強
く
提
言
し
ま
し
た
。

調
査
項
目
②

都
市
計
画
道
路
の
整
備

　
宝
積
寺
駅
西
第
一
土
地
区

画
整
理
事
業
で
、
住
環
境
・

防
減
災
対
策
が
整
備
さ
れ
、

今
後
は
駅
東
地
域
の
道
路
整

備
を
早
急
に
推
進
す
る
必
要

が
あ
り
、

○
駅
東
地
域
（
北
区
）
住
民

の
日
常
の
生
活
や
、
災
害
時

の
生
命
を
守
る
た
め
、
道
路

の
拡
幅

○
都
市
計
画
道
路
整
備
は
、

駅
東
地
域
（
北
区
）
を
優
先

す
る
こ
と

を
、
提
言
し
ま
し
た
。

調
査
項
目
③

農
業
振
興
対
策

　
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
の
た

め
、
土
地
改
良
事
業
（
大
区

画
化
・
集
積
化
）
が
有
効
で

あ
る
こ
と
か
ら
、

○
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た

補
助
事
業
の
制
度
設
計
を
す

る
こ
と

○
早
期
に
土
地
改
良
事
業
を

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

を
、
提
言
し
ま
し
た
。

調
査
項
目
＆
結
果

①
議
員
定
数

　
議
会
の
役
割
や
、
議
員
活

動
量
な
ど
の
７
項
目
を
基
に

調
査
し
、
定
数
を
16
人
か
ら

13
人
に
し
ま
し
た
。

②
常
任
委
員
会
の
構
成

　
３
つ
の
常
任
委
員
会
を
２

つ
に
集
約
し
、
広
報
特
別
委

員
会
を
常
任
委
員
会
に
編
入

し
ま
し
た
。

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

　
　
　
　
導
入
・
利
活
用

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
使
用
基
準

を
作
成
し
、
令
和
３
年
９
月
定

例
会
よ
り
利
用
開
始
し
ま
し
た
。

④
議
員
間
協
議
の
運
用

　
議
員
発
議
や
議
員
の
問
題

な
ど
に
対
し
、
必
ず
議
員
間

協
議
を
開
く
こ
と
や
、
基
本

月
に
1
回
は
全
員
協
議
会
を

開
催
す
る
こ
と
を
規
定
に
明

記
し
ま
し
た
。

⑤
災
害
発
生
時
の
議
会
対
応

　
議
会
災
害
対
応
指
針
を
作

成
し
、
議
会
お
よ
び
議
員
の

役
割
や
対
応
を
定
め
ま
し
た
。

⑥
通
年
議
会
の
導
入

　
現
状
を
照
ら
し
合
わ
せ
た

結
果
、
議
会
運
営
上
で
導
入

す
る
必
要
性
が
な
い
と
判
断

し
ま
し
た
。

⑦
議
会
情
報
発
信
の
在
り
方

　
広
聴
特
別
委
員
会
で
Ｆ
ａ

ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で
の
情
報
発

信
を
開
始
し
、
今
後
、
効
果

の
検
証
し
て
い
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

⑧
会
議
欠
席
の
取
り
扱
い

　
議
会
会
議
規
則
の
変
更
と
、

欠
席
連
絡
に
関
し
て
議
会
運
営

マ
ニュア
ル
に
追
記
し
ま
し
た
。

⑨
議
会
・
議
員
活
動
の

　
　
　
　
　
　
ル
ー
ル
化

　
条
例
策
定
に
向
け
た
検
討

を
す
べ
き
と
判
断
し
た
が
、

委
員
会
設
置
期
間
で
結
論
を

見
出
せ
ず
、
次
期
の
特
別
委

員
会
で
結
論
を
出
す
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
今
年
２
月
に
、
全

国
町
村
議
会
議
長
会

か
ら
、鈴
木
（利）
議
員・

野
中
議
員・森
議
員・

横
須
賀
議
員
が
、
議

会
の
運
営
・
地
域
振

興
の
発
展
に
貢
献
し

た
と
さ
れ
、
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

（
森
議
員
は
議
場
で

の
授
与
・
写
真
撮
影

を
断
り
ま
し
た
。）

　
ま
た
、
町
議
会
も

①
会
派
の
調
査
研
究
、

要
望
書
の
提
出

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進

③
議
会
だ
よ
り
・

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

で
の
情
報
発
信

④
「
議
会
災
害
対
応

指
針
」
の
策
定

な
ど
先
進
的
な
事
例

が
評
価
さ
れ
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

建
設
産
業
常
任
委
員
会

活
性
化
特
別
委
員
会

宅
地
＆
農
地
の
整
備　
住
環
境
の
向
上
と
農
業
の
活
性
へ

議
会
改
革
の
キ
ッ
カ
ケ
に
！　
指
標
を
導
き
出
す

　
　
町
民
の
た
め
の
議
会

　
　
　
　
町
民
に
寄
り
添
う
議
員

横須賀　忠利　議員
（15年以上在職）

議会でいただいた賞状＆記念品 野中　昭一　議員
（27年以上在職）

鈴木　利二　議員
（27年以上在職）

最適な農地環境はいかに？
建設産業常任委員会
日常調査報告書

活性化特別委員会
調査報告書

第
４
１
２
回
定
例
会

令
和
４
年
度
予
算

委
員
会
審
議
日
常
調
査

採
決
結
果

Ｏ
Ｈ
豆
知
識・ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
特
別
企
画
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町
政
を
問
う
！

　
特
に
、
東
・
西
鬼
怒
川
を

渡
る
と
こ
ろ
で
の
水
害
の
被

害
が
度
重
な
っ
て
い
た
こ
と

に
よ
り
、
日
本
鉄
道
会
社
は

つ
い
に
路
線
変
更
を
決
議
し

ま
し
た
。

　

鬼
怒
川
橋
の
位
置
を
東
・

西
鬼
怒
川
が
合
流
す
る
下
流

に
移
す
こ
と
で
、
線
路
は
鬼

怒
川
西
岸
の
岡
本
か
ら
大
き

く
東
に
カ
ー
ブ
し
、
明
治
30

年
２
月
25
日
に
新
線
が
開
通

し
ま
し
た
。

　
阿
久
津
村
で
は
駅
の
誘
致

運
動
を
起
こ
し
、
明
治
32
年

10
月
21
日
、
待
望
の
宝
積
寺

駅
が
開
業
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
、
駅
敷
地
と
し
て

日
本
鉄
道
会
社
に
寄
付
し
、

付
近
の
土
地
は
希
望
者
に
貸

し
付
け
る
と
い
う
計
画
に
よ

り
、鉄
道
会
社
と
交
渉
の
末
、

7
月
初
め
に
駅
工
事
に
着
手

し
、
10
月
21
日
に
開
場
式
を

挙
行
で
き
ま
し
た
。

　
水
害
に
よ
る
路
線
変
更
に

よ
り
、吉
田・長
久
保
の
両
駅

は
開
業
か
ら
た
っ
た
10
年
で

廃
止
さ
れ
、代
わ
っ
て
岡
本・

氏
家
駅
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
10
年
し
か
な
か
っ
た

長
久
保
駅
は
、
現
在
、
路
線

の
跡
が
発
見
さ
れ
た
さ
く
ら

市
立
押
上
小
学
校
の
敷
地
内

に
、
一
部
路
線
を
再
現
し
て

あ
り
ま
す
。

注
学
校
敷
地
の
た
め
、
自
由

に
見
学
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
明
治
19
年
に
宇
都
宮
〜
黒

磯
間
の
鉄
道
が
開
通
後
、
宇

都
宮
〜
矢
板
間
は
、
水
害
で

度
々
の
運
休
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
こ
は
、
東
鬼
怒
川
と
西

鬼
怒
川
が
流
れ
、
全
体
的
に

窪
地
状
で
水
害
が
多
発
し
て

い
た
地
域
で
し
た
。

　
明
治
23
年
８
月
22
日
の
暴

風
雨
で
、
鬼
怒
川
鉄
橋
の
台

は
２
・
３
ヵ
所
で
倒
れ
、
各

地
に
多
く
の
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。

　
宝
積
寺
駅
が
開
業
さ
れ
た

こ
と
で
、
鬼
怒
川
以
東
の
塩

谷
・
南
那
須
・
芳
賀
地
方
に

対
す
る
、
物
資
輸
送
の
拠
点

が
で
き
ま
し
た
。

　
宝
積
寺
駅
は
、
岡
本
駅
と

氏
家
駅
の
中
間
と
な
る
阿
久

津
村
宝
積
寺
地
内
に
設
け
ら

れ
た
が
、
設
置
に
い
た
る
ま

で
に
は
、
地
元
の
熱
心
な
誘

致
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、

「
小
池
与
一
郎
氏
」
で
、
宝

積
寺
停
車
場
設
置
委
員
惣
代

と
し
て
「
宝
積
寺
殖
民
株
式

会
社
」
を
組
織
し
、
駅
敷
地

予
定
地
お
よ
び
付
近
の
土
地

の
買
取
を
行
い
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と

ブ
レ
イ
ク

シリーズ第６弾　高根沢町の水にまつわる話
    「水害のおかげで出来た駅」

路
線
変
更
で
生
ま
れ
た
宝
積
寺
駅

ながくぼ～♪　ながくぼ～♪

尽
力
さ
れ
た
小
池
与
一
郎 
氏

宇
都
宮
～
矢
板
間

水
害
で
路
線
変
更

宝
積
寺
駅
の
開
業

選
挙
後
の
あ
い
さ
つ
行
為

に
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

まめ
ちしき豆

知識

OH（
公
職
選
挙
法
第
１
７
８
条
）

　
選
挙
後
は
、
選
挙
人
に
対

し
て
当
選
ま
た
は
落
選
に
関

し
て
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
目

的
で
、
次
の
行
為
を
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
６
７
５‒

８
１
１
５

水害がなかったら宝積寺駅は…

水
害
が
多
発
し
た
箇
所

第
４
１
２
回
定
例
会

令
和
４
年
度
予
算

委
員
会
審
議
日
常
調
査

採
決
結
果

Ｏ
Ｈ
豆
知
識・ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
特
別
企
画
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町
政
を
問
う
！一般質問って？

　「一般質問」は、町の行財政全般に関し、
議員主導で政策的な論議をする場です。
　議長が、質問と答弁がよくかみ合うよ
うに議事を進めるため、質問する議員も、
受ける執行機関もともに十分な準備が必
要です。
　そのため、議員としては、質問の構想
を練り理論構成をしてその要旨を議長に
通告する、通告制をとっています。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、45分以内で行いました。

◆佐藤　晴彦　議員………………………………… 18
①ゼロカーボンシティ実現に向けた本格的な推進を
②「ワンヘルス」を推進する町へ

◆齋藤　武男　議員………………………………… 19
①JR駅の町有駐輪場の雨よけ施設整備を
②地籍調査の進捗状況及び今後の取組みは
③宝積寺西通りの整備は
④いちご一会とちぎ国体でのおもてなしは

◆小林　栄治　議員………………………………… 20
①フードバンク取り組みの充実を
②求心力のある町の事業実施を

◆森　　弘子　議員………………………………… 21
①消防団分団の協力金は
②新型コロナ感染症対策はいかに

４
人
の
議
員
が
登
壇

　一般質問の各議員のページにある二次元バーコード、または
YouTubeで「高根沢町議会　第412回」で検索を！
　DVDは図書館中央館１館のみの貸出しとなります。

　本紙では、■の質問を要約して掲載しています。

一般質問の動画

（
公
職
選
挙
法
第
１
７
８
条
）

　
選
挙
後
は
、
選
挙
人
に
対

し
て
当
選
ま
た
は
落
選
に
関

し
て
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
目

的
で
、
次
の
行
為
を
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
６
７
５‒

８
１
１
５

第
４
１
２
回
定
例
会

令
和
４
年
度
予
算

委
員
会
審
議
日
常
調
査

採
決
結
果

Ｏ
Ｈ
豆
知
識・ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
特
別
企
画

一
般
質
問
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広報誌がスマホで
見れて便利

「マチイロ」＆「栃木イー
ブックス」を検索

「議会だより」
表紙写真募集
　写真は町内のイ
ベントや人物、風
景を撮ったものを
データでの提出を
お願いします。

次回の発行は７月20日になります。
議会の情報をより早く皆様へ

トチギイーブックスHPマチイロHP

　会議録は、定例会及び臨時会の終了後、約３ケ
月後に発行しています。
　図書館３館で閲覧ができます。
　また、町ホームページの「会議録検索システム」
からご覧になれます。

会議録

高根沢町議会Facebookページには、
リアルタイムの議会情報がいっぱい！
　町議会の情報を分かりやすく、タイムリー
に発信しています。
　議員は、みなさんの代表であり、議会では、
みなさんの生活に直結することが協議されて
います。
　若い世代のみなさん、ぜひ、この機会にチッ
クされては、いかがでしょうか。

会議録検索システム



議　員

安
心
で
き
る
未
来
へ

Ｑ
未
来
を
担
う
小
・

中
学
生
に
、
ワ
ン

ヘ
ル
ス
の
学
習
は
？

Ａ  

教
育
長

　
「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」
の
概
念

で
の
学
習
は
行
っ
て
な
い
が
、

人
・
動
物
・
環
境
の
健
康
に

関
し
、
教
育
活
動
全
体
を
通

し
て
、
学
習
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
3
つ
の
健
康
の

課
題
に
目
を
配
り
、
学
年
の

発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
を

行
っ
て
い
く
。

国
・
県
・
町
の
連
携
で

Ｑ
人
・
動
物
・
環
境

の
健
康
を
守
る
ワ
ン

ヘ
ル
ス
の
取
り
組
み
を
町
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
？

　
ま
た
、
町
、
医
師
会
、
獣

医
師
会
、
環
境
分
野
の
専
門

家
、
自
治
連
合
会
な
ど
で
、

「
協
議
会
」を
設
置
し
て
は
？

Ａ  

町
長

　
人
の
健
康
を
考
え
る
に
は
、

人
・
動
物
・
環
境
の
専
門
家

な
ど
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
対
策
を
研
究
し
、
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

　
町
単
独
で
は
、
専
門
的
知

見
が
十
分
で
は
な
く
困
難
で

あ
り
、
国
・
県
と
の
連
携
で

対
応
す
べ
き
と
考
え
い
る
。

Ａ  

町
長

　
実
現
に
は
、
町
民
・
事
業

者
・
周
辺
自
治
体
と
協
力
連

携
し
、
一
体
で
取
り
組
む
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
条
例
制
定
は
予
定
し
て
な

い
が
、「
町
役
場
環
境
保
全

率
先
実
行
計
画
」
の
改
定
や
、

次
期
環
境
基
本
計
画
の
策
定

で
、
よ
り
具
体
的
な
施
策
を

定
め
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
補
助
は
、
国
・
県
の
制
度

が
拡
充
し
て
お
り
、
町
独
自

の
制
度
は
予
定
し
て
い
な
い
。

　
町
民
や
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
て
推
進
す
る
取
り
組
み

は
、
今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
検
討
し
、
拡
充
に

向
け
て
協
議
し
て
い
く
。

問
ワ
ン
ヘ
ル
ス
を

　
　
　
推
進
す
る
町
へ

　
答【
町
長
】町
単
独
で
は
困
難

み
ん
な
で
取
り
組
も
う

Ｑ
本
町
が
本
気
で
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
を
実
現
す

る
に
は
、
町
民
や
企
業
、
周

辺
自
治
体
と
の
理
解
・
連
携

が
必
須
と
考
え
ま
す
。

　
「
基
本
計
画
」
や
「
条
例
」

の
制
定
、
協
力
企
業
な
ど
に

対
す
る
町
独
自
の
「
補
助
制

度
」
な
ど
を
創
設
し
て
は
？

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム始動

Ｑ
地
域
経
営
計
画
は
、

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
宣
言
」
を
す
る
と
し

て
い
る
。

　
宣
言
時
期
・
内
容
・
具
体

的
取
り
組
み
・
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
？

Ａ  
町
長

　
令
和
３
年
11
月
に
「
高
根

沢
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
た
。

　
こ
の
チ
ー
ム
で
、
本
町
の

脱
炭
素
に
対
す
る
取
り
組
み

を
総
合
的
・
一
体
的
に
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
令
和
４

年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
る
。

　
宣
言
は
、
令
和
４
年
度
上

半
期
中
に
行
う
考
え
で
い
る
。

　
宣
言
内
容
や
町
版
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、地
域
経
営
計
画・

環
境
基
本
計
画
と
の
調
整
を

図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

佐藤　晴彦
環
境
環
境

問ゼロカーボンシティ実現に向けた
本格的な推進を

　　 答【町長】プロジェクトチームを設置

ゼロカーボン
アクション30
環境省HPより

町の取り組み
町民向け事業

「エコファミリー」

ワンヘルスとは
WWFジャパン

HPより引用

健
康
健
康環境の健康動物の健康

人の健康

One Health
３つの健康を
１つと考える
ワンヘルス

手間をかけても環境は守らねば

第
４
１
２
回
定
例
会

令
和
４
年
度
予
算

委
員
会
審
議
日
常
調
査

採
決
結
果

Ｏ
Ｈ
豆
知
識・ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク
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議　員

想
い
を
込
め
た「
の
ぼ
り
旗
」

Ｑ
ソ
フ
ト
面
で
は
、

ど
の
様
な
受
け
入

れ
対
応
を
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ

対
策
を
し
て
い
く
の
か
？

　

ま
た
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、

選
手
の
方
々
に
満
足
し
て
も

ら
え
る
競
技
施
設
と
し
て
、

ト
イ
レ
整
備
な
ど
も
含
め
充

分
で
あ
る
の
か
？

Ａ  

教
育
長

　
現
在
、「
い
ち
ご一会
と
ち
ぎ

国
体
高
根
沢
町
実
施
本
部
」

を
設
置
し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
ソ
フ
ト
面
で
の
対
応
は
、小

中
学
校・保
育
園・幼
稚
園
の

子
ど
も
た
ち
が
作
成
し
た「
都

道
府
県
ご
と
の
応
援
の
ぼ
り

旗
」や「
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

ぼ
り
旗
」を
各
会
場
に
飾
る
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、「
ふ

る
ま
い
」
は
難
し
く
、
町
特

産
品
を
配
布
す
る
な
ど
、
町

の
良
さ
を
発
信
し
Ｐ
Ｒ
を
兼

ね
て
検
討
を
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
感
染
防

止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
従

い
、
競
技
団
体
と
連
携
し
、

対
策
を
行
っ
て
い
く
。

　
ハ
ー
ド
面
で
は
、
町
民
広

場
陸
上
競
技
場
の
全
面
的
な

芝
の
改
修
・
整
備
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、案
内
掲
示
板
の
改
修
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
ト

イ
レ
の
一
部
洋
式
化
を
行
っ
た
。

　
し
か
し
、
会
場
の
ト
イ
レ

は
、
足
り
な
い
予
想
が
さ
れ
、

レ
ン
タ
ル
に
よ
る
「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ト
イ
レ
」
な
ど
で
増

設
し
対
応
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
来
町
さ
れ
る
方
に
、
満
足

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後

も
引
き
続
き
「
お
も
て
な
し

の
心
」
を
持
っ
て
開
催
準
備

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
と
ち
ぎ
国
体
で
の
お
も
て
な
し
は

　
答【
町
長
】お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
て

準
備
に
取
り
組
む

国
体
国
体

Ａ  

町
長

　
宝
積
寺
駅
西
口
駐
輪
場
は
、

都
市
計
画
道
路
や
駅
西
口
広

場
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
接
道

を
確
保
し
て
の
整
備
を
考
え

て
い
る
。

　
下
野
花
岡
駅
の
駐
輪
場
は
、

利
用
者
は
少
な
い
が
、
今
後

マ
ニ
ー
㈱
の
操
業
に
よ
り
利

用
状
況
の
変
化
が
生
じ
る
予

測
も
さ
れ
る
の
で
、
利
用
状

況
な
ど
を
検
証
し
、
整
備
の

判
断
を
す
る
。

　

仁
井
田
駅
の
駐
輪
場
は
、

駅
前
の
町
有
地
へ
の
移
設
も

含
め
て
、
整
備
方
法
を
判
断

し
て
い
き
た
い
。

自
転
車
だ
っ
て

濡
れ
た
く
な
い

Ｑ
宝
積
寺
駅
東
口
駐

輪
場
は
、
雨
よ
け

整
備
が
さ
れ
、
利
用
者
に
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、宝
積
寺
駅
西
口・

下
野
花
岡
駅
・
仁
井
田
駅
の

駐
輪
場
は
整
備
が
さ
れ
て
い

な
い
。

　
今
後
の
計
画
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
？

整
備
整
備齋藤　武男

問町有駐輪場の雨よけ施設整備を
　答【町長】利用状況や移設も考え判断する

より快適に利用できるようになった宝積寺駅東口駐輪場

子どもたちの思いがこもった手作りの「のぼり旗」

整備が望まれる仁井田駅駐輪場
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議　員

Ａ  

教
育
長

　
町
民
の
関
心
が
高
く
、
求

心
力
あ
る
事
業
の
展
開
は
、

大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
一
つ
の
転
換

期
と
捉
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
教
室
・
講
座
・
講

演
会
の
実
施
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

利
用
し
た
ラ
ジ
オ
体
操
の
配

信
を
試
み
る
な
ど
、
町
民
の

学
ぶ
機
会
を
確
保
す
る
事
業

展
開
を
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
な
ど
の
大
き
な
事
業
は
、

現
在
の
状
況
で
は
開
催
が
難

し
く
、
関
係
団
体
と
感
染
状

況
を
注
視
し
て
再
開
の
可

否
・
事
業
規
模
・
内
容
を
検

討
す
る
。

　

令
和
４
年
度
も
、
安
心
・

安
全
に
留
意
し
て
、
多
く
の

町
民
が
参
加
し
学
び
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
、
方
法
・
場
を

工
夫
し
て
実
施
し
て
い
く
。

町
を
象
徴
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
再
開
を

Ｑ
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
視
野
に
、
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
早
期
再

開
や
、
町
民
ホ
ー
ル
を
活
用

し
た
音
楽
の
公
演
な
ど
、
求

心
力
の
あ
る
事
業
の
共
有
を

図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文

化
の
力
で
町
民
の
生
活
を
鼓

舞
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
？

集
め
た
食
材
の利用

拡
大
を

Ｑ
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事

業
を
、
よ
り
計
画

的
・
発
展
的
に
捉
え
、
給
食

食
材
な
ど
で
活
用
し
て
は
ど

う
か
？

Ａ  

町
長

　

こ
の
事
業
は
、
一
時
的
・

緊
急
的
な
食
糧
支
援
が
必
要

な
方
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
学
校
給
食
へ
の
町
内
産
野

菜
の
提
供
は
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
で
取
り
組
ん
で
お
り
、

給
食
食
材
の
活
用
は
、
そ
ぐ

わ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
家

庭
の
支
援
に
は
、
当
該
事
業

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

フ
ー
ド
ポ
ス
ト
の
拡
大
や
町

民
・
企
業
へ
の
呼
び
か
け
に

よ
る
安
定
的
な
食
糧
確
保
を

継
続
し
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
支
援
体
制
の
構
築
に
協

力
し
て
行
く
。

問
求
心
力
の
あ
る
事
業
実
施
を

　
答【
教
育
長
】注
視
し
な
が
ら

再
開
を
検
討

事
業
事
業

活
か
せ
な
い
？

「
余
剰
農
作
物
」

Ｑ
農
家
は
、自
家
で
消

費
す
る
以
上
に
野

菜
類
を
作
付
け
す
る
傾
向
が

あ
る
が
、米
や
余
剰
野
菜
の
有

効
活
用
は
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
事

業
を
拡
大
さ
せ
る
の
で
は
？

Ａ  

町
長

　
米
は
、
提
供
食
品
の
一
つ

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活

に
は
、
野
菜
類
の
提
供
も
必

要
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
当
事
業
は
必
要

な
方
に
、
必
要
な
際
に
食
料

を
提
供
す
る
事
業
で
あ
り
、

野
菜
の
鮮
度
を
保
つ
事
は
困

難
で
あ
り
、
余
剰
野
菜
の
活

用
は
難
し
い
と
認
識
す
る
。

生
活

支
援
生
活

支
援

「
助
け
合
い
」
の
心
が

醸
成
さ
れ
た
町
へ

Ｑ
社
会
福
祉
協
議
会

の
フ
ー
ド
バ
ン
ク

活
動
で
、
需
要
と
供
給
を
踏

ま
え
て
の
実
状
を
、
町
は
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
？

Ａ  
町
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

日
常
生
活
の
維
持
が
困
難
と

な
っ
た
世
帯
が
増
加
し
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の
活
用

件
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
約

４
．
３
倍
と
な
っ
て
い
る
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
は

「
食
の
セ
ー
フ
テ
イ
ネ
ッ
ト
」

と
し
て
、
人
々
の
関
心
や
期

待
の
高
ま
る
事
業
で
あ
る
と

考
え
る
。

小林　栄治

問フードバンク取り組みの充実を
　答【町長】関係機関と連携し
　　　　　　　　　支援体制の構築に協力

みんなで助け合おう支援の輪
（社協に設置してあるフードポスト）

伝統あるハーフマラソンの再開が待たれる
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議　員

「
学
び
の
担
保
」

如
何
に
考
え
る

Ｑ
休
業
が
長
期
化
し

た
場
合
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
や
春
休
み
を
利

用
し
た
授
業
な
ど
の
対
応
策

が
必
要
と
考
え
る
が
？

Ａ  

教
育
長

　
長
期
休
業
の
場
合
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学
習

な
ど
も
必
要
に
応
じ
て
、
実

施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
春
休
み
授
業
は
、
年
度
内

の
学
習
内
容
を
修
了
で
き
る

見
通
し
で
あ
り
、
実
施
の
考

え
は
な
い
。

学
び
の
場
「
学
校
」

コ
ロ
ナ
感
染
の
葛
藤

Ｑ
小
中
学
校
の
休
業

な
ど
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
の
考
え
方
や
基

準
は
？

Ａ  

教
育
長

　
児
童
生
徒
の
感
染
が
確
認

し
た
場
合
は
、
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
保
健
所
と
連
携

し
学
級
・
学
年
の
臨
時
休
業

の
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

　
そ
の
際
、児
童
生
徒
の「
学

び
の
保
障
」を
考
慮
し
た
上

で
、で
き
る
限
り
短
期
間
で
、

ク
ラ
ス
を
限
定
し
た
臨
時
休

業
と
な
る
対
応
を
し
て
お
り
、

文
部
科
学
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
を
踏
ま
え
、臨
時
休

業
の
基
準
を
原
則「
５
日
程

度
、学
級
単
位
」と
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
で
苦
し
む
生
活

救
済
の
手
立
て
を

Ｑ
休
業
に
よ
り
、
経

済
的
に
苦
し
く
な
っ

た
世
帯
に
対
し
、
町
と
し
て

の
支
援
は
？

Ａ  

町
長

　
経
済
的
支
援
は
、
国
や
県

の
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う

案
内
を
行
っ
て
い
る
。

　
町
の
支
援
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
受
け
付
け
て
い
る

「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

に
お
け
る
緊
急
小
口
資
金
等

の
特
例
貸
付
」
制
度
の
案
内

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
感
染
に
よ
り
外
出

が
困
難
な
家
庭
へ
の
支
援
と

し
て
、「
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
」
の
貸
し
出
し
や
、
食

料
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

自
宅
療
養
の
陽
性
者
に

寄
り
添
っ
た
対
応
を

Ｑ
陽
性
者
へ
の
経
過

観
察・訪
問
診
療
な

ど
に
、協
力
で
き
る
体
制
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
？

Ａ  
町
長

　
感
染
を
確
認
し
た
医
療
機

関
は
、
管
轄
す
る
保
健
所
に

連
絡
を
し
、
入
院
や
経
過
観

察
に
繋
げ
て
い
る
。

　

町
内
の
医
療
機
関
で
は
、

感
染
予
防
を
図
り
な
が
ら
通

常
診
療
を
行
い
、
ワ
ク
チ
ン

の
個
別
接
種
に
尽
力
を
頂
い

て
お
り
、
陽
性
者
の
経
過
観

察
や
訪
問
診
療
へ
の
協
力
を

依
頼
す
る
こ
と
は
困
難
な
状

況
で
あ
る
。

い
つ
終
わ
る
？

３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種

Ｑ
高
齢
者
の
接
種
完

了
時
期
と
、
65
歳

未
満
の
接
種
を
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
た
め
の
対
策
は
？

Ａ  
町
長

　
３
回
目
の
接
種
は
、
集
団

接
種
と
個
別
接
種
を
併
用
し

て
、
１
週
間
に
１
０
０
０
人

か
ら
１
３
０
０
人
が
接
種
で

き
る
体
制
で
実
施
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
接
種
完
了
時
期

は
、
３
月
中
旬
ご
ろ
を
予
定
。

　
65
歳
未
満
は
、
高
齢
者
に

引
き
続
き
接
種
券
の
発
送
を

行
っ
て
い
る
。

　
希
望
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
種

類
に
偏
り
が
あ
っ
た
場
合
は
、

完
了
時
期
を
先
送
り
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
し

ま
う
た
め
、
早
期
に
接
種
し

て
頂
け
る
よ
う
、
交
互
接
種

へ
の
理
解
の
周
知
に
努
め
て

い
る
。

コ
ロ
ナ

対
策
コ
ロ
ナ

対
策森　　弘子

問新型コロナ感染症対策はいかに
　答【町長】迅速に町民に情報の周知を行う

過去の経験を活かしスムーズな接種を
（初回接種時の会場の様子）

学びを止めるな（コロナ禍での授業の様子）

「学びの保障」
（文部科学省）

生活福祉資金貸
付制度における
緊急小口資金等
の特例貸付制度

第
４
１
２
回
定
例
会

令
和
４
年
度
予
算

委
員
会
審
議
日
常
調
査

採
決
結
果

Ｏ
Ｈ
豆
知
識・ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
特
別
企
画

一
般
質
問

（21）



　
高
根
沢
町
は
、公
開
競
技
の
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」、デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
「
ペ
タ
ン
ク
」、

「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」
の
会
場
に
な
っ
て
お
り
、
各
競
技
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ま
の
「
応
援
」
と
「
お
も
て
な
し
」
で
、
町
の
魅
力
を
全
国
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、
思
い

出
に
残
る
最
高
の
国
体
に
し
ま
し
ょ
う
。

あれから42年、「とちぎ」に国体が帰ってきた！

　フランスで生まれたボールスポーツです。
ビュット（フランス語で「的」）という木
製の目標球めがけて鉄のボールを投げ、ど
れだけ近いかを競うゲームです。
　相手のボールを弾き飛ばしたり、味方の
ゴールに当てて的に近づけることもできます。
　少しのスペースがあれば、気軽に誰でも
楽しめるスポーツです。

　日本生まれの「カローリング」は、氷上
ならぬ床上（フロア）のカーリングです。
　1チーム3人のプレーヤーが、ジェット
ローラーを11ｍ先にある直径90㎝のポイ
ントゾーンに向け、相手チームと交互に投
球し、得点を競うゲームです。
　体育館や身近な施設のフロア（床面）を
利用するため天候に左右されません。　
　子どもから高齢者まで、年齢・性別・体
力関係なく、気軽に楽しめるインドアレク
リエーションスポーツです。

   ペタンク

カローリング

日　程　令和4年5月28日（土）
会　場　町民広場

日　程　令和4年6月12日（日）
会　場　キリン体育館
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　専用のクラブ、ボール、スタートマットなどを使用して、
ゴルフのようにボールを打ち、ホールポストにホールインす
るまでの打数を競い合うスポーツです。
　コース設定は器具を置くだけなので
コースデザインも容易に変更できるので、地域のグランドや
広場など、大人から子どもまで、誰でも楽しめるスポーツです。

日　程　令和4年9月17日（土）・18日（日）
会　場　町民広場

 グラウンド・ゴルフ

澤畑陽子さん
（カローリング）

小林榮二さん
（カローリング）

本間正男さん
(ペタンク )

手塚修一さん
(グラウンド・ゴルフ )

石塚英子さん
(グラウンド・ゴルフ )

岡本宥晃さん
（ペタンク）

　私たちのグループは、
みんな 80 歳を越えてい
ますが、元気にペタン
クを楽しんでいます。

　国体をきっかけに、カ
ローリングを多くの人に
知ってもらうと同時に、
競技人口が増えるのを期
待したいです。

　子どもから大人まで誰もが
楽しめる人気のスポーツです。
　一緒にプレーをして健康
づくり、仲間づくり、生き
がいづくりを図りませんか！

　競技歴10年、一人一人
が元気で皆に逢えること、
励ましあい、笑いあり、楽し
みもあり、それが一日でも
長生きができる秘訣。
　グラウンドゴルフが私に
与えてくれたことです。

　ペタンクは、子どもから
高齢者まで気軽にできる競
技です。
　ルールも簡単なので、子
どもたちにも参加していた
だきたいです。

　あまり知られてないス
ポーツですが、老若男女、誰
でもできる楽しい競技です。
　皆さんも一緒にやってみ
ませんか！！

て つかしゅういち

いしつかえい こ ほん ま まさ  お さわはたよう  こ

おかもとゆうこう こばやしえい  じ

競技を愛する皆さんの声

第
４
１
２
回
定
例
会

令
和
４
年
度
予
算

委
員
会
審
議
日
常
調
査

採
決
結
果

Ｏ
Ｈ
豆
知
識・ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
特
別
企
画

（23）



議会だより
たかねざわ No・159

発行　高根沢町議会　　編集　広報特別委員会　　　　〒329-1292 栃木県塩谷郡高根沢町大字石末2053番地
TEL 028（675）8111　FAX 028（675）2409令和４年４月20日発行　印刷　㈱松井ピ・テ・オ・印刷

未来への発展に向けて

「ビジョン」 と 「対話」

広報委員の突撃
インタビュー

あなたの声を町政に

佐
藤　
現
在
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

お
仕
事
で
あ
る
農
業
な
ど

で
、
色
々
と
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
で
様
々
な
事

を
感
じ
る
事
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
？

見
目　
そ
う
で
す
ね
。

　

行
政
や
学
校
な
ど
、
将

来
を
見
据
え
頑
張
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
町
づ
く
り
や
町

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
、
タ
イ
ム

リ
ー
で
は
な
く
少
し
遅
れ

て
取
り
組
ん
で
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
こ
と
は
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
様
々
な
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
思

う
と
、
対
策
や
規
模
、
内

容
な
ど
を
見
直
せ
ば
出
来

る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
と

思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

佐
藤　
少
し
具
体
的
に
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
？

　

町
の
取
り
組
み
が
タ
イ

ム
リ
ー
に
感
じ
な
い
と
の

事
で
す
が
？

見
目　

令
和
の
大
嘗
祭

で
、
「
と
ち
ぎ
の
星
」
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た

と
き
、
収
穫
も
終
わ
っ
た

12
月
に
町
は
「
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
に
加
え
た

い
の
で
ス
ト
ッ
ク
は
あ
り

ま
す
か
？
」
と
問
い
合
せ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
然
、
そ
の
時
点
で
は

残
っ
て
お
ら
ず
、
高
根
沢

が
斎
田
の
地
に
選
ば
れ
た

時
点
で
動
き
出
し
と
け
ば

よ
か
っ
た
の
で
は
と
感
じ

ま
し
た
。

佐
藤　

確
か
に
タ
イ
ム

リ
ー
で
は
な
い
で
す
ね
。

　

持
続
的
な
地
域
づ
く
り

や
、
農
業
の
発
展
に
関
し

て
は
い
か
が
で
す
か
？

見
目　
色
々
と
計
画
は
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
具
体

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
具
体

的
な
施
策
展
開
を
示
し
て

ほ
し
い
で
す
。

　

人
口
増
加
や
、
耕
作
放

棄
地
、
土
地
改
良
な
ど
、

町
づ
く
り
や
農
政
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
聞
こ
え
て
く
る

も
の
の
、
住
民
の
意
思
や

地
域
の
希
望
な
ど
と
相
違

が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

町
民
が
望
む
取
り
組
み

を
し
て
、
一
体
感
の
あ
る

町
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
理

想
的
だ
と
思
い
ま
す
。

佐
藤　
町
が
目
指
す
未
来

像
を
町
民
と
創
る
こ
と

は
、
間
違
い
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
学
校
行
事
な
ど

に
つ
い
て
の
思
い
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
？

見
目　
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ

て
２
年
が
経
ち
、
今
ま
で

あ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
経

験
や
体
験
が
薄
く
な
っ
た

と
感
じ
ま
す
。

　

「
コ
ロ
ナ
だ
か
ら
で
き

な
い
」
の
で
は
な
く
、

「
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
ら

ば
、
こ
う
で
き
る
」
と

い
っ
た
感
覚
で
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
や
経
験
値
を

高
め
て
欲
し
い
で
す
。

佐
藤　
最
後
に
、
行
政
に

に
対
し
て
一
言
お
願
い
し

ま
す
。

見
目　
町
や
学
校
教
育
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
掲

げ
、
町
民
の
声
を
聞
き
な

が
ら
制
度
設
計
や
施
策
を

構
築
し
て
、
果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

　

町
民
が
納
得
で
き
る
町

づ
く
り
を
進
め
て
も
ら
え

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

～
取
材
を
終
え
て
～

　

見
目
さ
ん
に
取
材
し
、

改
め
て
「
町
民
の
た
め
の

町
づ
く
り
」
が
基
本
で
あ

る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
未
来
像
を
町
民

の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
一

緒
に
な
っ
て
町
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
、
町
民
の
代

表
機
関
で
あ
る
議
会
と
し

て
、
町
民
意
思
を
行
政
に

し
っ
か
り
訴
え
か
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
、
農
業
、
地
域
活
動

な
ど
、
何
事
に
も
実
直
に
頑
張

る
見
目
さ
ん
に
、
今
の
高
根
沢

に
何
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
か

聞
き
ま
し
た
。

い
つ
や
る
の
？

「
い
ま
で
し
ょ
！
」

チ
ャ
ン
ス
を
活
か
せ
る

行
政
の
施
策
展
開
を

コ
ロ
ナ
禍
で
も

子
ど
も
た
ち
に
経
験
を

町
の
未
来
は

町
民
と
共
に
創
る

誰
の
た
め
の
町
づ
く
り
？

農業の良さ・楽しさをお子さんに伝える

子どもたちのためにも一生懸命

∞プロフィール∞

見
けんもく
目　智

さと
史
し
さん

お住まい：上高根沢
趣　　味：アナログ機器収集
仕　　事：農業（水稲）
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